
新型コロナウイルス感染症対策専門家会議の議事録公開等を求める意見書 

 

政府が新型コロナウイルス感染症対策専門家会議について、発言者を明示した議事録を作成

せず、議事概要にとどめていたことが今年５月末、明らかとなった。 

専門家会議は、感染症の専門家や弁護士ら１２人で構成し、医学的見地から政府に助言を行

い、２月の初会合以降、５月２９日までに１５回開かれてきた。 

安倍首相が打ち出した各施策では、「専門家会議の助言を得て」と繰り返し説明してきたよ

うに、専門家会議での議論は、新型コロナウイルス感染症への対応に、実質的に極めて重要な

役割を果たしており、政府の対応の検証にとどまらず、将来、新たな感染症が発生した際に、

様々な対策を行う政策判断の基準や基礎となりえる重要な内容を含んでいる。 

従って政府も、３月に新型コロナウイルス感染症を公文書管理ガイドラインに基づく「歴史

的緊急事態」に指定し、詳細を記した議事録を作成することを義務付けしたはずである。 

また専門家会議の尾身副座長も「議事録の公開に問題ない」と述べており、また会議の事務

局等、配置されている各省庁職員の詳細な記録もないまま、国民の命や健康、緊急事態宣言に

かかわる様々な業務を執行していたことになれば、政治はもとより、行政への信頼性をも大き

く損なうことになる。 

そこで、新型コロナウイルス感染症対策に関する専門家会議の議事録の作成・公開を強く求

める。 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 
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